
島
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

活
動
と
し
て
、
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
を
対
象
に
電
気
器
具
の

安
全
点
検
を
十
月
二
十
八
日
に

実
施
し
ま
し
た
。

民
生
委
員
さ
ん
の
案
内
の
も

と
、
島
原
電
気
工
事
業
協
同
組

合
青
年
部
と
九
州
電
力
島
原
営

業
所
の
点
検
ス
タ
ッ
フ
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
。
八
十

世
帯
を
訪
問
し
、
ブ
レ
ー
カ
ー

の
点
検
や
、
電
気
器
具
の
軽
修

理
、
蛍
光
灯
の
取
り
替
え
な
ど

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
ひ
と

今
回
は
設
立
さ
れ
た
ば
か
り

を
無
料
で
行
い
ま
し
た
。

り
暮
ら
し
高
齢
者
と
地
域
の
方

の
地
区
社
協
が
主
催
し
て
実
施

々
と
の
交
流
を
目
的
に
、
会
食

し
た
地
区
も
あ
り
、
唄
や
踊
り

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

の
他
、
ク
イ
ズ
を
行
う
な
ど
、

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
婦
人
会

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
さ
れ
ま

・
民
生
委
員
協
議
会
・
食
生
活

し
た
。

改
善
推
進
員
協
議
会
・
母
子
会

今
後
も
地
区
の
特
色
を
い
か

の
協
力
を
得
て
、
地
区
ご
と
に

し
た
活
動
が
ま
す
ま
す
期
待
さ

年
間
三
回
程
行
っ
て
い
ま
す
。

れ
ま
す
。
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島原市社会福祉協議会発行 社会福祉法人

本所 島原市霊南一丁目１７番地

（島原市福祉センター）

TEL 0957-63-3855

支所 島原市有明町大三東戊１３５２番地１

（島原市有明福祉センター１階）

TEL 0957-65-9090

」「介護 相談の はお気軽に
島原市社会福祉協議会では、高齢の方や障害のある方に

介護サービスを提供しています。また、必要に応じ他の

事業所のサービスも紹介しています。

お気軽にご相談ください。

●居宅介護支援（介護計画作成）

●ホームヘルプサービス

●デイサービス

●障害児デイサービス

■島原事業所
島原市霊南1-17（島原市福祉センター内）

電話６５－５５３０

■有明事業所
島原市有明町大三東戊1352-1 (島原市有明福祉センター内)

電話６５－９０９０

■障害児デイサービス事業所
島原市下川尻町7895（県立島原病院別館）

電話６３－５１４４

▲蛍光灯を取り替えるスタッフとそれを見守る高齢者

困ったら、悩んだら

心配ごと相談所へ

◆島原市福祉センター

（島原市霊南一丁目）

電話６４－７０５０

毎月第１・３火曜日 午後１時～４時

◆島原市有明福祉センター

（島原市有明町大三東戊）

電話６５－９０９０

毎月第２・４水曜日 午後１時～４時

社会福祉協議会では福祉

の相談はもちろん、あら

ゆる相談を相談員が丁寧

にお受けします。

ブ
レ
ー
カ
ー
を
点
検
す
る

ス
タ
ッ
フ

▲

ひとり暮らし高齢者
会食サービス 各地区で開催

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
民
生
委
員
・
社
協
が
連
携



る
か
方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

み
な
さ
ん
楽
し
く
手
話
を
学
び

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ま
せ
ん
か
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
十
一

者
や
視
覚
障
害
者
と
違
っ
て
、

月
二
十
日
、
島
原
市
福
祉
セ
ン

見
た
だ
け
で
は
分
か
り
に
く
い

福
祉
に
つ
い
て
学
ぼ
う
と
、

香
典
返
し

タ
ー
に
お
い
て
長
崎
県
ろ
う
あ

障
害
で
「
聞
こ
え
な
い
」
と
い

十
一
月
六
日
に
三
会
小
で
、
十

福
祉
協
会
の
原
田
育
子
先
生
を

う
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
の

一
月
十
三
日
に
二
小
で
、
十
一

梅
津
ミ
ツ
エ

上
の
原
二
丁
目

迎
え
「
聴
覚
障
害
者
の
暮
ら
し

が
大
変
で
す
。
周
囲
の
人
は
手

月
二
十
日
に
大
三
東
小
で
福
祉

柴
田
文
子

杉
山
町

と
手
話
の
基
礎
知
識
」
と
題
し

話
が
で
き
な
く
て
も
身
振
り
や

体
験
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
田
安
孝

南
下
川
尻

て
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

筆
談
な
ど
で
、
ろ
う
あ
者
と
コ

児
童
ら
は
高
齢
者
や
体
の
不

本
多
フ
ク
エ

蛭
子
町
一
丁
目

手
話
の
歴
史
や
生
活
上
の
困

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て

自
由
な
人
の
接
し
方
な
ど
を
学

黒
田
一
巳

湊
町

り
ご
と
な
ど
、
ろ
う
あ
者
で
あ

欲
し
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

び
、
「
点
字
を
も
っ
と
勉
強
し

諸
山
純
英

湊
町

る
原
田
先
生
自
身
の
体
験
談
も

な
お
島
原
市
社
会
福
祉
協
議

て
み
た
い｣｢

体
が
不
自
由
な
人

井
口
信
一

浦
田
一
丁
目

ま
じ
え
な
が
ら
の
興
味
深
い
内

会
で
は
毎
年
５
月
か
ら
２
月
ま

が
い
た
ら
助
け
て
あ
げ
た
い
」

大
隅
謙
一
郎

桜
町

容
で
し
た
。

で
初
級
手
話
講
習
会
を
開
催
し

「
器
具
を
使
っ
て
の
高
齢
者
体

児
玉
勝
利

湊
新
地

聴
覚
障
害
者
は
、
肢
体
障
害

て
い
ま
す
。
手
話
に
興
味
が
あ

験
の
あ
と
、
お
年
寄
り
の
不
自

本
多
廣
隆

原
町

佐
仲

勉

緑
町

由
な
こ
と
が
分
か
っ
た
」
な
ど

森
田
昭
洋

広
高
野
町

谷
川
満
志

新
山
一
丁
目

の
感
想
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

吉
田
好
一

洗
切
町

尾
﨑

勝

有
明
町
湯
江

相
手
へ
の
思
い
や
り
の
気
持
ち

本
田
兼
義

下
の
丁

古
瀬
敏
江

青
葉
町

を
持
っ
た
よ
う
で
し
た
。

本
多
倫
子

高
島
一
丁
目

馬
場
義
広

坂
下
町

島
原
工
業
高
校
で
は
、
十
一

理
に
挑
戦
。
試
食
の
後
は
、
レ

松
﨑
清
子

湊
町

中
村
敏
夫

中
原
町

月
十
七
日
と
二
十
一
日
、
地
域

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
交
流

上
田
聖
一

長
崎
市
文
教
町

髙
木
勝
治

下
折
橋
町

の
高
齢
者
と
生
徒
が
ふ
れ
あ
い

を
は
か
り
ま
し
た
。

冨
田
昌
彦

松
本
好
夫

津
吹
町

大
阪
府
河
内
長
野
市

な
が
ら
、
郷
土
料
理
（
具
雑
煮

堀
田
裕
之

田
浦

功

弁
天
町
一
丁
目

西
彼
杵
郡
長
与
町

と
寒
ざ
ら
し
）
作
り
を
行
い
ま

山
本
フ
ミ
子

本
光
寺
町

小
林
奉
文

船
泊
町

し
た
。

松
本
隆
利

江
里
町

こ
の
講
習
会
は
家
庭
科
教
育

一
般
寄
付

の
一
環
と
し
て
、
地
域
の
高
齢

者
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
、
高

匿
名

霊
南
二
丁
目

齢
者
を
敬
う
気
持
ち
を
養
い
、

又
、
郷
土
料
理
の
食
材
と
作
り

一
円
玉
寄
付

方
を
知
り
、
食
文
化
の
伝
承
を

目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

佐
藤
キ
ヌ
コ

船
泊
町

二
日
間
合
わ
せ
て
約
四
十
人

山
口
ナ
ツ
子

栄
町

の
高
齢
者
の
指
導
の
も
と
、
調

2008年12月 第16号し ま ば ら 社 協 だ よ り

社
会
福
祉
事
業
へ
の
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平
成
二
十
年
十
月
二
十
二
日
～
十
二
月
五
日

（
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

初
級
手
話
講
習
会

特
別
講
演
を
開
催

▲講演をする長崎県ろうあ福祉協会 原田育子先生

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
郷
土
料
理
講
習
会

島
原
工

業
高
校

思
い
や
り
の
気
持
ち
を
育
む

点
字
体
験
を
す
る

三
会
小
４
年
生

▲

車
い
す
体
験
を
す
る

二
小
５
年
生

▲

高
齢
者
体
験
を
す
る

大
三
東
小
３
年
生

▲

小
学
生
が
福
祉
体
験
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